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○別府市営温水プール管理規則  

令和３年３月３１日 

規則第６４号  

（趣旨） 

第１条 この規則は、別府市営体育施設の設置及び管理に関する条例（昭

和３９年別府市条例第１５号。以下「条例」という。）第１８条の規定

に基づき、別府市営温水プール（以下「プール」という。）の管理につ

いて必要な事項を定めるものとする。 

（施設区分） 

第２条 プールの施設は、室内温水プールとする。  

（専用使用） 

第３条 プールを専用使用しようとする者は、温水プール専用使用申請書

（様式第１号）を使用しようとする日の１か月前までに市長に提出し、

許可を受けなければならない。  

２ 市長は、前項に規定する申請があった場合は、使用の許可の適否を決

定し、使用を許可したときは、温水プール専用使用許可書（様式第２号）

を交付する。 

３ 第１項の規定にかかわらず、市長は、プールの使用に支障がない限り、

申請の順序に従い、前項の規定に準じて使用を許可することができる。  

（一般使用） 

第４条 プールを一般使用しようとする者は、使用料を前納し、領収証兼

個人使用券（様式第３号）の交付を受けなければならない。  

２ 前項の領収証兼個人使用券の交付をもって使用の許可に代えるものと

する。 

（使用料の減免）  

第５条 市長は、別府市使用料の徴収に関する条例（昭和３９年別府市条

例第１９号。以下「使用料条例」という。）第８条第１項の規定により、

一般使用又は専用使用にかかわらずプールの使用料の減額又は免除（以

下この条において「減免」という。）をすることができる。  
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２ プールの使用料の減免は、次に定めるとおりとする。  

(1) 別府市（以下「市」という。）又は別府市教育委員会（以下「委員

会」という。）が主催する体育行事に使用するときは、使用料を免除

することができる。 

(2) 市長が認定する社会体育団体又は委員会が認定する社会教育関係

団体が、その本来の目的のために使用するときは、使用料の５０パー

セントを減額することができる。  

(3) 市又は委員会が共催する行事に使用するときは、使用料の５０パー

セントを減額することができる。  

(4) 次に掲げる者が使用するときは、使用料を免除するものとする。  

ア 市内の障害者で当該障害者に係る次に掲げる手帳を提示するもの 

(ア) 身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）第１５条第

１項の身体障害者手帳 

(イ) 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和２５年法律

第１２３号）第４５条第１項の精神障害者保健福祉手帳 

(ウ) 療育手帳（児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）第１２

条第１項に規定する児童相談所又は知的障害者福祉法（昭和３５年

法律第３７号）第９条第６項に規定する知的障害者更生相談所にお

いて知的障害であると判定された者に対して大分県知事が交付す

る手帳で、その者の障害の程度その他の事項の記載があるものをい

う。） 

イ アに掲げる障害者がプールを使用するのに介護人又はこれに相当

する者（以下このイにおいて「介護人等」という。）が必要なとき

の介護人等１人。ただし、当該障害者の障害の程度により介護人等

が１人では使用が困難であると認められる場合の免除する人数は、

この限りでない。  

ウ アに掲げる障害者を含む団体で、障害者の社会参加の促進及び福

祉の向上を目的とし、かつ、プールの使用が当該目的に資すると認

められるもの  
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(5) その他市長が特に必要があると認めるときは、前各号の規定に準じ

て使用料を減免することができる。  

３ プールの使用料の減免を受けようとする者（前項第４号に該当する者

を除く。）は、温水プール使用料減免申請書（様式第４号）を提出しな

ければならない。  

（使用料の還付）  

第６条 使用料条例第７条の規定により、既納の使用料を１００パーセン

ト還付することができる事由は、次のとおりとする。  

(1) 市長において必要が生じたため使用の許可を取り消したとき。  

(2) 天変地異等により使用することができないとき。  

２ 前項の規定により還付を受けようとする者は、温水プール使用料還付

申請書（様式第５号）を提出しなければならない。  

（使用者の遵守事項） 

第７条 使用者は、条例で定めるもののほか、次に掲げる事項を遵守しな

ければならない。  

(1) 許可を受けずにプール内において、物品の販売、広告、宣伝その他

これらに類する営利的行為をしないこと。  

(2) 許可を受けずに施設内の物件に張紙等をしないこと。  

(3) その他係員の指示に従うこと。  

（指定管理者による管理）  

第８条 条例第１５条第１項の規定によりプールの管理を指定管理者に行

わせる場合の使用の許可に関する手続については、第３条及び第４条の

規定にかかわらず、指定管理者が市長の承認を受けて別に定めるところ

による。 

（委任） 

第９条 この規則に定めるもののほか、プールの管理に関し必要な事項は、

市長が別に定める。 

附 則 

この規則は、令和３年４月１日から施行する。  
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様式第１号（第３条関係）  

様式第２号（第３条関係）  

様式第３号（第４条関係）  

様式第４号（第５条関係）  

様式第５号（第６条関係）  

 


